
平成２８年度 秋田県農業研修センター農業簿記研修資料

農業簿記の基礎と実務入門

秋田が生んだ農聖 石川理紀之助の[経済のことば]に学ぼう

イラスト：高橋一子（秋田県鹿角地域振興局農林部農業振興普及課）

税金申告(簿記)は農作業です。

農作業は機械化（パソコン）で生産性を向上、“強い農業”は青申から。
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１ 農業簿記の基本

講義「農業簿記の基本」（３０分、副読本を一緒に流し読み）

① おすすめテキスト、教材。

・よくわかる農家の青色申告

全農図書発行８００円１２２頁

毎年発刊、１冊で数年もつ。

・農業簿記検定、日商簿記検定

３級程度で十分。

② 簿記の目的（企業会計原則の目的）、税務への利用 Ｐ １

③ 記帳の流れ、決算書（簿記の目的物） Ｐ４３、５３、６２

1 取引 → 2 伝票（仕訳帳） → 3 元帳 → 4 試算表 → 5 決算書

資産・負債・資本、収益・費用の５要素を、借方(左)＝貸方(右)で表記。

④ 税務利用（所得税、消費税、住民税、社会保険） Ｐ７７「世帯集計表」

２ 演習 仕訳から決算まで

演習「仕訳～決算」（午前６０分、午後９０分）

⑤ 簿記の開始、原始記録（通帳、伝票、前年決算書）の整備

“演習例題〔資料１・２〕”を使用します。

⑥ 手書き１：〔資料２〕の取引を仕訳して〔用紙１〕仕訳帳に記録する。

科目名は税務に準拠。科目の５要素。

〔別葉〕仕訳シートを見ながら１５件入力。

⑦ 手書き２：仕訳帳から〔用紙２〕元帳を作成する。

〔資料１〕前年から繰越も予め記入。

仕訳帳から、１行を左、右の科目の元帳にそれぞれ転記。

⑧ 手書き３：元帳から〔用紙３〕試算表に集計する。貸借残高を計算。

元帳の各科目毎に左右の合計を出す。

それを試算表の合計欄に転記。

左右金額の差額を計算し、多い方の残高欄に金額を入れる。

⑨ 手書き４：試算表から〔用紙４〕決算書（農業所得用）へ転記する。

決算書用紙は税務署用紙を使います。完成です。

３ 例題の解答解説

講義「例題手書き解答解説」（３０分）

⑩答え合わせをしてみましょう。

〔別冊１〕解答例（農業所得用決算書４面）

目的の「世帯集計表」まで到達を

●１日目終了。受講者の到達度を確認します。
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４ 演習 パソコンと簿記ソフトの導入 （別紙 研修環境づくりデータ 参照）

作業時間（０～６０分）前日の講習の合間にもすすめておく。

⑪ パソコン操作習熟：パソコン準備、表計算ソフトの操作習熟

¥8,000→

チェック項目 □表計算ソフトが動く □ネットの国税庁サイトに入れる

□簿記ソフトが動く □プリンター印刷できる

５ 演習 パソコン簿記の入門（詳細は 別冊２パソコン簿記キット ）

演習 （午前６０分、午後９０分）

⑫ 簿記ソフト操作１

〔資料２〕又は原始記録から取引を仕訳帳に入力する。

又は前日の手書き仕訳帳を簿記ソフトに入力する。

例：←申告簿記シート
無料カルク使用

簿記シートの画面

ソリマチ体験版↓

⑬ 自動計算：元帳、試算表、決算書は自動作成で作業不要。

⑭ 簿記ソフト操作２：決算書（損益計算書、貸借対照表）を確認する。

決算書の印刷は国税庁ＷＥＢサイトで行う。

印刷出力をパソコンで確認。完成です。

⑮ 簿記ソフト操作４：データのバックアップ。次年度用ファイル作成。

６ 講義 例題パソコン解答解説

講義 例題の解答解説（３０分）

⑯ 答え合わせをしてみましょう。

〔別冊１〕解答例（再掲：農業所得用決算書４面）

⑰ 科目体系改善、仕訳辞書改善。（自習）

⑱ 任意：「世帯集計表」に集計し、家計全体を把握しよう。

● ２日目終了。受講者の習得確認。
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平成２８年度 農業研修センター農業簿記研修

農業簿記の基礎と実務入門 実務演習例題
平成２８年度７月実施 第５回農業簿記検定３級問題10～17に加筆編集(木村一虎、2016年9月15日版)

テキストに従い、次の〔資料１〕及び〔資料２〕に基づき、平成２７年度決算書を税務署

用紙（農業所得用）で作成しなさい。

〔テキスト「よくわかる農家の青色申告／全国農業会議所」P90の所得控除で確定申告書を作成しなさい。

〔資料１〕平成２７年１月１日の貸借対照表と償却資産内訳 (前年決算書３頁、４頁を引継ぎ)

建物・構築物の内訳、ハウス、平成19年9月に800万円で取得、耐用年数１４年で定額償却中。
農機具等の内訳、トラクター、平成25年5月に500万円で取得、耐用年数7年で定額償却中。

〔資料２〕平成２７年１月１日から１２月３１日の取引(原始記録：預金通帳、領収書、ＪＡ伝票、他)

１２月２０日 JAスタンドへ123,250円を普通預金より支払い。20％家庭用である。
１２月２５日 農協の臨時雇い給与240,000円から7,344円源泉徴収され普通預金へ入金。

１２月３１日 決算のため減価償却費を計上した。
３月に216万円で取得した田植機、償却中のハウス、トラクターの３件。 終
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仕訳の基本（保存版） 平成28年度農業研修センター農業簿記研修（木村）

月日 摘 要 (左) 借 方 (右) 貸 方

（仕訳例） 12/ 1 受講料支払い 雑費 1,000 現金 1,000

借方（左）科目 貸借対照表 貸方（右）科目 貸借対照表

資 産 の増加 負 債 の増加

・現金を受取 ・借金をした
・預金に入金 ・材料・経費代金を後払い
・代金を貸す(後日入金)
・物財、農業機械、建物が増える

（左の勘定科目） （右の勘定科目）

現金、普通預金 借入金
売掛金、未収金 買掛金、未払金、預り金
建物・構築物
農機具等、果樹・牛馬
土地、その他

・借金を返済（負債の減少） ・現金を払う（資産の減少）
（科目が反対側へ来る） ・預金から出金（資産の減少）

（科目が反対側へ来る）

資 本 は変わらない
元入金（事業主勘定、資本金）

事業主貸（家計費） 事業主借（農外収入）

借方(左)と貸方(右)の差額

当期利益（所得）

資産合計 負債＋資本 (＋利益で左右同額)

借方（左）科目 損益計算書 貸方（右）科目 損益計算書

費 用 の発生（損金） 収 益 の発生（益金）

・材料を購入し使った ・農産物を販売した

・経費を払った ・農作業でお金を得た

・機械や建物を購入し使った ・補助金をもらった

（左の勘定科目） （右の勘定科目）

種苗費、肥料費、農薬衛生費費 販売金額

租税公課、土地改良費 雑収入

動力光熱費、修繕費

減価償却費

専従者給与、雑費

・前年在庫を販売（収益の減少） ・購入資材の返品（費用の減少）

（期首農産物棚卸高） （科目が反対側へ来る）

借方(左)と貸方(右)の差額

当期利益（所得） 損益計算書の利益＝貸借対照表の利益

費用合計（＋利益で左右同額） 収益合計

借方総計（試算表） ＝左右同額 貸方総計 (試算表)
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メモ＆付録

研修用 USBメモリからコピー プリンタドライバー ブラザーDCP-J562N

ソリマチ９データ/農業例題２入力用
ソリマチ９データ/農業例題２解答例
申告簿記シート(農業例題解答例).xls
リブレオフィス5.1.5

印刷時 Wifiルータ SSID パスワード

プリンタドライバー ブラザーDCP-J562N 両面カラーで

ネット用 Wifiルータ１ SSID パスワード

IIJmio LTE3GB、975円/月
Wifiルータ2 SSID パスワード

DMM.com LET3GB、890円/月
大文字、小文字、- 、＿ の違いに注意。セキュリティWPA/WPA2-PSK。11b/g/n。

★接続は三角柱の置いてある方（各２台）のみお願いします。

★アプリやソフトの自動更新はＯＦＦでお願いします。

（ＯＮになっていると、意図しない大量通信が発生します。）

★通信容量が足りないので、国税庁以外のサイトはご遠慮下さい。

自己採点 兼 修了証 (ご自分で☑)

A 理論学習 (手書き・パソコン共通)

□ 複式簿記のしくみ （右左ピッタリ合う）

□ 財務諸表とは （P/L 損益計算書、B/S貸借対照表）
□ まとめ （収益・費用と使える金、税金申告の益金・損金）

B 技能演習

□ 仕分け記帳ができる

パソコン：仕分けの入力

□ 勘定科目（青色申告決算書、貸借対照表）を経営に合わせて毎最適化。

パソコン：科目の削除と挿入

□ 決算書作成（演習例題を解く）

パソコン：税務様式の決算書（P/L・B/S）を出力。

□ 税額試算（演習例題から）

パソコン：所得税 18,400、住民税 77,300 の計算を体験。

様
修 了 証

標記受講者が農業簿記研修を修了していることを証します。
平成２9年１月27日

研修トレーナー 木村一虎（由利地域振興局農林部）
mail@kimura-kazutora.sakura.ne.jp 印

秋田県農業研修センター（秋田市雄和相川 農業試験場内
電話 ０１８－８８１－３６１１
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○所得税の試算方法

よくわかる農家の青色申告 ７７ページから（基礎控除のみで試算）

○住民税の試算方法

秋田県のパンフを見ながら （基礎控除のみ）


